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Ｑ．現在どのような方針で授業が行われていますか。
対面授業の割合はどのくらいですか。

●授業は、感染症対策に十分配慮し、学生の安全を確保した上で、
対面を中心に行っています。
今年度前期の専門科目の対面授業の割合は、学部・大学院・
学科・専攻によって異なりますが、約８割です。

●対面授業に不安を感じる学生のため、オンラインでも受講
できる体制を整えています。
また、オンラインでも十分な質疑応答の機会を確保しています。

●今後も上記の方針を継続しながら授業を行っていく予定です。

Ａ



●学内においては、感染状況に応じた対策をとりながら、
研究活動を行っています。

●他県への移動を伴う実習等についても、参加者の健康観察・
体調管理の徹底をはじめ、基本的な感染症対策を十分に行い、
実施しています。

●研究活動のための海外渡航については、渡航先の感染状況等も
考慮しつつ、渡航が必要な理由を確認の上認めている状況です
が、学生の海外渡航も徐々に増えつつあり研究活動が活発に
なっています。

Ａ

Ｑ．コロナ禍における研究生活への影響を
教えてください。



Ｑ．留学に関する制度や経済支援等、理学部の
留学事情を教えてください。

●留学で利用できる制度は、短期海外研修（SAP）やショート
プログラム、交換留学などさまざまなものがあり、その種類
によって留学期間や費用も異なり、渡航先も多岐に渡ります。

費用に関しては、月10万円前後の奨学金や渡航費の援助が
受けられるなどさまざまな経済支援があります。（東北大学の
協定校への留学であれば、先方の授業料は免除になります）

これらの制度や支援を利用して、理学部学生も積極的に
留学を目指しています。

●大学院生の場合や、オンライン留学等の場合は、また状況が
異なります。

●協定校への交換留学や経済支援を申請する場合は、手続き
に時間がかかるので、留学する遅くとも１年前に、理学部
教務課学部教務係に申し出てください。

Ａ



【経済支援や留学制度について】

「東北大学グローバルラーニングセンター」ホームページ
https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/preparing/



【留学した理学部の先輩の声】 「理学研究科・理学部国際交流推進室」ホームページ

https://www.sci.tohoku.ac.jp/direct/international/



いただいたご質問への回答
オンライン交流会 グループ②
「就職･経済支援に関すること」

2022年6月25日（土）
東北大学理学部・理学研究科
保護者交流会2022



Ｑ．コロナ禍をふまえ、就職活動はどのように
行われていますか？

Ａ ⚫ コロナ禍の中でも新卒求人倍率は低下していません。
一部の業界（観光業等）では新卒採用を控える動きも生じて
いますがその範囲は限定的です。理学研究科の主な就職先である
研究職・研究開発職については現時点では目立った影響は
ありませんので、過度な心配は不要です。

⚫ ただし、コロナ禍の影響によって就職活動のオンライン化が
一気に進み、その結果として就職活動に関する学生同士の
情報交換や意見交換、それに伴う様々な刺激などのチャンスが
劇的に低下している点には注意が必要です。
妙に焦る必要はありませんが、従来以上に学生の自立性・
自律性が就職活動を大きく左右するようになってきています。



Ｑ．就職活動の流れ（民間企業の場合）について
教えてください。

Ａ ●就職活動は「事前準備期」「就活本番期」「再チャレンジ時期」
の３つにわけて整理するとわかりやすいです。

●学部や修士の場合、「就活本番期」が「事前準備期」に
ずれ込んできています。（就活前倒し）

・ちなみにですが、学部、修士、博士のうちもっとも安定した就職活動

（＝努力によってコントロールできる範囲が大きい）のは博士の就活です。
なぜなら博士は研究を通して身につけた実力で勝負できるからです。

【大学院進学のキャリア形成の意義】理学研究科ホームページ
https://www.sci.tohoku.ac.jp/career/point.html



⚫ 《学生の経済状況に応じた支援》

・日本学生支援機構奨学金 １割程度
・授業料免除 ４割程度

《学生の能力に応じた支援（生活費相当額支給）》

・日本学術振興会特別研究員
・挑戦的研究支援プロジェクト
・高等大学院博士学生フェローシップ

・一部の民間奨学金でも生活費相当の奨学金を受けられます。

注：経済状況に応じた支援と能力に応じた支援の両方を受けている学生もいます。

《教育の一環として行う就労》

・TAやRAを務めることで、教育経験や研究経験をつみながら
給与を得ている学生も多数います。
（TA…Teaching Assistant、RA…Research Assistant）

８割程度の学生が、
いずれかの事業から
経済支援を受けています。

Ｑ．博士課程の学生を対象とした経済支援は
どのようなものがあり、また、どれくらいの
学生が経済支援を受けていますか？

Ａ



いただいたご質問への回答
オンライン交流会 グループ③
「学生生活全般に関すること」

2022年6月25日（土）
東北大学理学部・理学研究科
保護者交流会2022



Ｑ．学生が学業や進路等に関して迷った時に相談
出来る場所は、理学部・全学含めてどこに
なりますか？

●学生生活全般の相談窓口として、理学部には「キャンパス
ライフ支援室」があり、大学全体の組織として「学生相談・
特別支援センター」があります。

【理】キャンパスライフ支援室
https://www.sci.tohoku.ac.jp/campuslife/

【全学】学生相談・特別支援センター
http://www.ccds.ihe.tohoku.ac.jp/

●その他、キャリアや留学についても大学全体と理学部
それぞれに相談窓口が用意されています。

Ａ



Ｑ．コロナ禍の学生生活や、サークル、
アルバイトの状況について教えてください。

●感染予防に配慮して、部活・サークルやアルバイトを
行っています。なお、課外活動は東北大学の「課外活動
ガイドライン」に従って計画的に行われています。

Ａ

Ｑ．理学部図書館（北青葉山分館）が工事のため
来年くらいまで使用できないと聞いております。
代替の図書館はあるのでしょうか。図書館の
学習スペースの代替場所はあるのでしょうか。

Ａ ●改修工事中でも、図書の一部は
臨時図書室で貸し出し可能です。
学習スペースは理学部キャンパス
内に複数あり、工学部や川内の
図書館を利用する学生もいます。

臨時図書室（理学部キャンパス内）


